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知的生産性研究委員会 研究ロードマップ
背景・目的 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０以降の展開 （年度）

①
基礎研究
部会

②
環境・設備
部会

③
建築空間
部会

④
経済性評価
と格付部会

普及推進
委員会

• 知的生産性向上のためには空気環
境や温熱環境などの物理的環境に
対する十分な配慮が必要。

• 主として主観的な側面から環境・設
備計画が知的生産性に及ぼす影響
を検討し、基礎研究部会の検討結
果も踏まえて知的生産性を高める環
境・設備計画のあり方を検討する。

• 知的生産性に関する基礎的研究の
成果を具体的な建築空間に反映さ
せたワークプレイスの計画方法の研
究をおこなう。

• 設計に向けた設計知識の収集・空
間の提案、ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方法の
研究を行う。

• 個々人および組織総体としての知的
生産性向上に関する国内外の既往
研究を調査する。

• CASBEEの各評価基準への知的生

産性評価の反映方法を検討する。
• CASBEE等の評価／格付システム

と連携した経済性評価手法を検討
する。

知的生産性の客観的評価手法の開発

知的生産性に対する影響要因
の調査（文献調査、三階層モデ
ル検討）

主観調査法（ｗｅｂ化含む）検討

要素技術の把握（文献調査、専
門家レクチュア）

学術データの整理（文献調査、専門家レクチュア） データベースの構築

評価手法の標準化

知的生産性に対する影響要因の調査（文献・事例調査、基本構造検討）

ＷＥＢによる主観調査、各種調査法の検討

要素技術、空間特性、行動の設計知識への統合化

ファシリティマネジメント手法の
提案

産学官による知的生産性コンソーシアムの設立・運営

実験及びオフィスビル等における実測データの収集

ワークスタイル、空間性、人間
行動研究に関する情報収集・
整理

検討の方向性の整理
成果の取りまとめ8/24 第1回

コンソーシアム
の設立準備

継続的に研究3/17 第２回

⑤
応用部会

知的生産性と環境技術の関連
性検討 知的生産性を向上させる環境技術、計画技術の検討

ＷＥＢによる調査

モデル提案

行動活性化評価をもちいた
空間性能評価手法の検討

• 知的生産性向上のためには物理的
環境が人間の生理、心理に及ぼす
影響の把握が必要。

• 主として環境・設備により作り出され
た物理環境が知的生産性に及ぼす
影響を生理/心理的な側面から評価

する方法に関して検討を行う。

CASBEEの各評価基準への反

映方法の予備的検討

CASBEEの各評価基準への知的生産性評価の反映方法の検討

CASBEE等の評価／格付システムと連携した経済性評価手法の検討

国内外の既往研究の調査
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• 広報と成果の普及のための活動を
企画・実施する。例えば、各部会の
活動状況と成果の報告、知的生産
性全般に係る広報のためのシンポ
ジウム等を行う。

• 各部会の活動を支援するための調
査等を企画・実施する。

• コンソーシアムの設立・運営を行う。

• 各部会の活動の中で出てくる成果を、
より具体の技術や施策に展開する
ための取り組みを行う。

• 部会横断的なテーマをとりまとめて
効果的に推進する。

学習環境小委員会

ＣＡＳＢＥＥ対応小委員会

医療環境小委員会


